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は
じ
め
に 『

経
典
釈
文
』

陸
徳
明
（
六
世
紀
S
七
世
紀
）
（
注
1
)
の
『
経
典
釈
文
』

（注
2
)
は
、
後
に
十
三
経
と
称
さ
れ
る
経
書
類
（
た
だ
し
『
孟

子
』
を
除
く
）
や
『
老
子
』
『
荘
子
』
の
本
文
及
び
注
文
に
対

し
て
、
（
主
と
し
て
反
切
を
用
い
て
）
字
音
や
、
字
義
や
、
字

の
異
同
な
ど
を
注
釈
し
た
書
物
で
あ
る
。

そ
の
注
解
の
特
徴
は
、
発
音
・
声
調
に
よ
っ
て
字
義
が
異
な

る
場
合
、
そ
の
字
が
ど
う
い
う
発
音
・
声
調
で
あ
る
か
を
示
す

こ
と
に
あ
る
。
そ
れ
は
同
時
に
、
そ
の
字
が
ど
う
い
う
意
味
で

あ
る
か
を
示
す
こ
と
に
も
な
る
。
そ
の
よ
う
な
、
発
音
・
声
調

に
よ
っ
て
字
義
が
異
な
る
字
を
、
「
異
読
字
」
や
「
破
音
字
」

「
多
音
字
」
な
ど
と
言
う
。
こ
れ
は
、
当
該
書
物
を
読
む
際
に

注
意
す
べ
き
字
音
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
「
如
字
（
字

に
お
け
る

の
如
し
）
」
と
だ
け
記
す
こ
と
は
少
な
い
。
一
般
的
字
音
は
注

意
す
る
必
要
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
し
、
「
如
字
」
音
で

読
む
べ
き
箇
所
が
、
「
如
字
」
音
な
の
か
「
破
音
」
な
の
か
判

8
 

断
し
に
く
い
場
合
に
は
、
少
数
例
な
が
ら
「
如
字
」
と
記
す
こ

⑱
 

と
が
あ
る
。

そ
こ
で
、
『
経
典
釈
文
』
に
お
け
る
陸
徳
明
の
判
断
を
考
え

て
み
る
と
、
彼
は
『
経
典
釈
文
』
巻
第
一
「
序
録
」
（
注
3
)

に
お
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

文
字
の
音
訓
、
古
今
同
じ
か
ら
ず
。
前
儒
の
音
を
作
す

や
、
多
く
注
に
依
ら
ず
、
注
者
も
自
ら
讀
む
〔
の
み
に
し
〕

て
、
亦
た
未
だ
兼
ね
て
通
ぜ
ず
。
今
の
〔
私
の
〕
撰
す
る

所
、
微
や
艇
酌
を
加
う
。
若
し
典
籍
の
常
用
に
し
て
、
理

に
會
い
時
に
合
え
ば
、
犀
即
ち
遵
承
し
、
之
を
首
め
に
標

す
。
其
の
音
互
い
に
用
う
る
に
堪
え
、
義
並
び
に
行
う

「為」

杉

山

字
の
両
音
併
記

也
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べ
き
と
き
、
或
い
は
字
多
音
を
存
し
、
衆
家
讀
み
を

別
に
す
る
と
き
、
荀
し
く
も
取
る
所
有
ら
ば
、
畢
く
書
し

て
、
各
お
の
氏
姓
を
題
し
、
以
て
相
い
頸
識
せ
ざ
る
靡
し
。

義
経
に
乖
れ
ば
、
亦
た
悉
く
は
記
さ
ず
。
其
の
「
或
音
」

「
一
音
」
と
は
、
蓋
し
浅
近
に
出
で
て
、
聞
見
を
示
し
傭

う
る
の
み
な
れ
ば
、
覧
る
者
其
の
衷
を
察
せ
よ
。

[
疏
證
]
此
れ
経
注
相
い
承
け
、
音
を
作
す
者
須
ら

＜
互
い
に
相
い
依
隠
〔
依
拠
〕
す
べ
く
ん
ば
、
乃
ち
益

有
り
と
為
す
を
明
ら
か
に
す
。
又
一
字
に
し
て
多
音
有

れ
ば
、
則
ち
首
め
に
勝
義
を
標
し
、
次
い
で
衆
家
を
列

す
。
其
の
「
或
音
」
「
一
音
」
は
、
則
ち
柳
か
異
聞
を

博
め
ん
と
す
る
も
の
に
し
て
、
典
要
と
為
さ
ず
。

こ
の
よ
う
な
立
場
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、
分
類
す
る
と
、
以

下
の
三
つ
の
レ
ベ
ル
が
存
在
す
る
。

（
一
）
「
如
字
」
音
で
あ
る
か
、
破
音
で
あ
る
か
が
、
明
ら
か
な

場
合
に
は
、
わ
ざ
わ
ざ
一
字
一
字
の
音
を
記
す
こ
と
は
し

な
い
。
つ
ま
り
、
何
も
問
題
が
な
い
と
判
断
し
た
箇
所
に

は
注
釈
を
し
な
い
。

（
二
）
「
如
字
」
音
で
あ
る
か
、
破
音
で
あ
る
か
、
注
意
を
要
す

る
場
合
に
は
、
そ
の
音
を
記
し
て
、
判
断
を
下
す
。
た
だ

し
、
注
意
を
要
す
る
の
は
圧
倒
的
に
破
音
で
あ
る
た
め
、

「
如
字
」
と
だ
け
注
釈
す
る
こ
と
は
非
常
に
少
な
い
。

（
三
）
「
如
字
」
音
で
あ
る
か
、
破
音
で
あ
る
か
、
判
断
が
難
し

い
場
合
に
は
、
妥
当
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
方
を
先
に
記
し
、

「
又
…
…
」
「
或
音
…
…
」
「
一
音
…
…
」
と
い
う
形
で

他
方
の
音
も
併
記
す
る
。

本
稿
は
、
『
経
典
釈
文
』
に
見
え
る
こ
う
し
た
破
音
に
つ
い

て
の
諸
問
題
の
う
ち
、
「
為
」
字
に
限
定
し
て
考
察
を
加
え
た

い
。
な
お
『
経
典
釈
文
』
の
破
音
に
つ
い
て
は
、
黄
坤
発
『
経

典
釈
文
動
詞
異
読
新
探
』
（
注
4
)
と
い
う
専
著
が
あ
る
が
、

両
読
が
と
も
に
動
詞
で
あ
る
場
合
を
特
に
扱
っ
て
い
る
た
め
、

虚
詞
異
読
に
分
類
さ
れ
て
い
る
「
為
」
字
に
つ
い
て
は
、
詳
細

な
各
論
を
し
て
い
な
い
。
た
だ
し
、
こ
の
書
物
か
ら
は
神
益
さ

れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

さ
て
、
ま
ず
こ
の
「
為
」
字
の
両
読
に
つ
い
て
、
あ
ら
か
じ

め
念
の
た
め
に
述
べ
て
お
く
。

『
広
韻
』
（
注
5
)
で
は
以
下
の
よ
う
に
言
う
。

「
為
」
、
『
爾
雅
』
日
く
「
作
、
造
、
為
也
」
と
。
…
…

蓬
支
の
切
。
又
王
偽
の
切
。
（
上
平
聟
、
第
五
、
支
韻
）

「
為
」
、
助
な
り
。
子
個
の
切
。
又
允
危
の
切
。
（
去
聟
‘

(89) 
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第
五
、
震
韻
）

す
な
わ
ち
、
『
広
韻
』
に
拠
れ
ば
、
「
為
」
字
に
は
「

切
（
又
は
王
個
切
）
」
の
平
声
と
「
子
偽
切
（
又
は
允
危
切
）
」

の
去
声
と
の
二
音
が
あ
る
。
平
声
の
「
為
」
は
「
作
、
造
」
の

意
味
で
あ
り
、
去
声
の
「
為
」
は
「
助
」
の
意
味
で
あ
る
。

ま
た
、
北
宋
の
買
昌
朝
（
九
九
七

s
1
0
六
五
）
の
『
露
経

音
辮
』
（
注
6
)
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

「
為
」
は
「
造
す
」
な
り
。
委
支
の
切
。
造
す
と
き
拘

う
と
こ
ろ
有
る
を
「
為
」
と
曰
う
。
子
偽
の
切
。

し
た
が

去
声
（
子
個
切
）
の
「
造
す
と
き
拘
う
と
こ
ろ
有
る
」
と
は
、

「
何
か
を
す
る
時
に
、
他
者
の
た
め
に
す
る
」
と
い
う
意
だ
と

考
え
ら
れ
る
。
や
は
り
、
平
声
は
「
作
」
の
意
味
で
あ
り
、
去

声
は
「
助
」
の
意
味
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
周
祖
膜
「
四
声
別
義
釈
例
」

は
、
前
述
の
『
広
韻
』
を
引
用
し
た
後
、
次
の
よ
う
に
言
っ
て

い
る
（
注
7
)
。

案
ず
る
に
「
作
為
」
と
「
助
為
」
と
、
義
相
因
る
と

雖
も
、
而
し
て
廣
狭
の
異
有
り
。
故
に
相
い
偲
う
る
に

分
か
ち
て
雨
讀
と
作
す
。

す
な
わ
ち
、
平
声
の
「
為
」
と
去
声
の
「
為
」
と
は
、
字
義
に
関

連
性
は
あ
る
が
、
広
義
と
狭
義
と
の
違
い
が
あ
る
の
で
読
み
分

け
て
い
た
と
い
う
説
で
あ
る
。
た
だ
し
、
前
引
の
黄
坤
廃
『
経

典
釈
文
動
詞
異
読
新
探
』
（
六
十
二
頁
）
に
拠
れ
ば
、
周
祖
誤

の
こ
の
論
考
は
初
出
の
『
輔
仁
学
誌
』
第
十
二
巻
第
一
・
ニ
期

（
一
九
四
五
年
）
所
収
の
際
に
は
、
「
過
」
「
更
」
「
為
」
三

字
を
論
じ
て
い
た
が
、
『
漠
語
音
韻
論
文
集
』
(
-
九
五
七
年
）

及
び
『
問
学
集
』
(
-
九
六
六
年
）
に
収
め
る
際
に
、
こ
の
三

字
を
削
っ
た
と
言
う
。
な
お
『
輔
仁
学
誌
』
は
未
見
で
あ
る
。

さ
て
、
『
経
典
釈
文
』
で
は
、
平
声
を
「
如
字
」
と
記
し
、

去
声
を
「
子
個
反
」
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
表
記
は
、
平
声
の
）

゜

「
為
」
が
一
般
の
発
音
で
あ
り
、
去
声
の
「
為
」
が
い
わ
ゆ
る

Cg

「
破
音
」
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
な
お
漠
文
訓
読
で
は
、

周
知
の
よ
う
に
、
平
声
の
「
為
」
を
「
な
す
」
「
つ
く
る
」
等

に
読
み
、
去
声
の
「
為
」
を
「
た
め
に
」
と
読
む
の
が
一
般
的

で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
「
為
」
字
に
つ
い
て
、
特
に
前
述
の
レ
ベ
ル
（
三
）

の
、
陸
徳
明
が
音
義
を
併
記
し
て
い
る
箇
所
を
問
題
と
す
る
。

『
経
典
釈
文
』
に
お
け
る
「
為
」

の
併
記
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（
一
）
構
文
に
関
わ
る
場
合

な
ぜ
な
ら
、
陸
徳
明
が
字
音
を
―
つ
に
限
定
せ
ず
に
判
断
を
な

ぜ
保
留
し
た
の
か
、
そ
の
理
由
を
考
察
し
て
み
た
い
と
考
え
る

か
ら
で
あ
る
（
注
8
)
。

『
経
典
釈
文
』
中
で
「
為
」
字
の
音
義
が
併
記
さ
れ
て
い
る

例
は
、
六
十
一
例
あ
る
（
注
9
)
。
以
下
、
陸
徳
明
が
ど
の
様

な
場
合
に
音
義
を
併
記
し
て
い
る
か
を
、
四
類
に
大
別
し
て
分

析
し
て
い
く
。
四
類
と
は
、
（
一
）
構
文
に
関
わ
る
場
合
、
（
二
）

語
彙
に
関
わ
る
場
合
、
（
三
）
「
為
」
が
「
偽
」
の
仮
借
の
場
合
、

（
四
）
そ
の
他
、
で
あ
る
。
な
お
用
例
は
、
紙
幅
の
制
約
上
、
す

べ
て
を
挙
げ
て
は
い
な
い
。

一
七
、
表
、
八
右
）

1
『
毛
詩
』
召
南
、
殷
其
露
（
一
之
四
、

（注
10)

振
振
君
子
、
蹄
哉
蹄
哉
。

[
停
]
「
振
振
」
、
信
厚
也
o

[

箋
]
大
夫
信
厚
之
君
子
、

為
君
使
、
功
未
成
。
蹄
哉
蹄
哉
、
勧
以
為
臣
之
義
、
未
得

A

「
為
」
＋
「
（
人
を
表
す
）
名
詞
」
＋
「
動
詞
」
ま
た
は
「
名
詞
」

蹄
也
。

[
疏
]
振
振
然
信
厚
之
君
子
、
今
為
君
出
使
、
功
未
成
、

可
得
蹄
哉
。
勧
以
臣
下
之
義
、
未
得
蹄
也
。

『
繹
文
』
「
為
君
」
子
偽
反
。
或
如
字
。

箋
の
「
為
君
使
」
の
部
分
は
、
介
詞
旬
「
為
君
」
（
介
詞
「
為
」

＋
介
詞
賓
語
「
君
」
）
が
動
詞
「
使
」
を
修
飾
し
て
い
る
状
語

た
め

（
連
用
修
飾
語
）
で
あ
る
と
し
て
解
釈
す
れ
ば
、
「
君
の
為
に
使

い
す
」
と
読
む
こ
と
が
出
来
る
。
ま
た
、
「
君
」
が
名
詞
「
使
」

を
修
飾
す
る
定
語
（
連
体
修
飾
語
）
と
し
、
「
為
君
使
」
全
体

な

を
動
賓
旬
と
し
て
解
釈
す
れ
ば
、
「
君
の
使
い
と
為
る
」
と
読

む
こ
と
も
出
来
る
。
な
お
孔
穎
達
の
「
疏
」
で
は
、
「
今
君

の
瞬
に
出
で
て
使
い
し
」
と
「
為
」
を
去
声
で
読
ん
で
い
る
。

同
様
の
例
は
他
に
も
あ
る
。

2
『
儀
禰
』
競
祠
（
二
六
下
、
一

0
、
裏
‘

1
0
右）

[
注
]
「
為
人
使
」

3
『
證
記
』
曾
子
問
(
-
九
、
一
九
、
裏
、
六
）

[
経
]
「
為
君
使
」

4
『
證
記
』
雑
記
上
（
四
一
、
一
三
、
表
、
二
）

[
経
]
「
為
君
使
」

5
『
左
偲
』
昭
公
二
十
年
（
四
九
、

―一、

八）

(91) 
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[
偲
]
「
為
信
〔
君
使
也
〕
」
（
注
11)

と
も
に
、

1
と
ほ
ぼ
同
様
の
構
文
で
あ
る
。
た
だ
し
、

2
の
例

は
「
如
字
」
音
が
首
音
（
両
音
を
併
記
す
る
際
の
最
初
の
音
）

と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
〈
「
動
詞
」
ま
た
は
「
名
詞
」
〉
の
部
分
が
「
使
」

字
以
外
の
場
合
も
あ
る
。
以
下
が
そ
の
例
で
あ
る
。

6
『
證
記
』
仲
尼
燕
居
（
五
0
、
一
八
、
表
、
一
〇
左
）

[
注
]
「
為
衆
〔
偏
始
〕
」

7
『
論
語
』
学
而
（
一
、
三
、
表
、
三
）

[
経
]
「
為
人
〔
謀
〕
」

以
上
の
例
か
ら
考
え
て
み
る
と
、
〈
「
動
詞
」
ま
た
は
「
名

詞
」
〉
の
部
分
が
動
詞
に
も
名
詞
に
も
な
る
語
の
場
合
に
、
文

意
か
ら
両
様
の
読
解
が
可
能
で
あ
り
、
両
音
が
併
記
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
分
か
る
。

三
右
）

A
の
構
文
の
「
（
人
を
表
す
）
名
詞
」
が
「
之
」
字
に
な
っ

て
い
る
の
が
、
こ
の
例
で
あ
る
。

8
『
周
易
』
蒙
、
上
九
（
一
、
三
四
、

B

「
為
」
＋
「
之
」
＋
「
動
詞
」
ま
た
は
「
名
詞
」

上
九
、
不
利
為
寇
、
利
禦
寇
（
注
12)
。

[
注
]
之
終
、
以
剛
居
上
、
能
撃
去
童
苧
以
登
其

昧
者
也
。
故
日
、
撃
蒙
也
。
童
蒙
願
褻
而
已
、
能
撃
去
之
、

0

0

 

合
上
下
之
願
、
故
莫
不
順
也
。
為
之
抒
禦
（
注
13)
、
則

物
咸
附
之
。
若
欲
取
之
、
則
物
咸
叛
芙
。
故
不
利
為
寇
、

利
禦
寇
也
。

[
疏
]
若
因
物
之
来
、
即
欲
取
之
、
而
為
寇
害
、
物
皆
叛

英
。
故
不
利
為
寇
也
。
若
物
従
外
来
、
為
之
抒
禦
、
則
物

咸
附
之
、
故
利
用
禦
寇
也
。

『
繹
文
』
「
為
之
」
子
個
反
。
又
如
字
。

注
の
「
為
之
抒
禦
」
の
部
分
は
、
「
之
が
廊
に
抒
禦
す
」
と
読

み
、
介
詞
旬
「
為
之
」
（
介
詞
「
為
」
＋
介
詞
賓
語
「
之
」
）

が
、
動
詞
「
抒
禦
」
を
修
飾
す
る
状
語
（
連
用
修
飾
語
）
で
あ

る
と
考
え
る
こ
と
が
出
来
る
。
ま
た
「
之
が
抒
禦
を
為
す
」
と

読
み
、
「
之
抒
禦
」
（
代
詞
「
之
」
＋
名
詞
「
抒
禦
」
）
を
動

詞
「
為
」
の
賓
語
と
す
る
動
賓
構
造
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
も

出
来
る
。
指
示
代
詞
「
之
」
は
、
具
体
的
に
は
「
童
蒙
」
を
指

示
す
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
こ
の
例
文
8
は
前
述

(
-
)
A

の
構
文
の
う
ち
「
（
人
を
表
す
）
名
詞
」
の
部
分
が
「
之
」
字

に
な
っ
て
い
る
例
で
あ
る
。
孔
穎
達
の
「
疏
」
で
は
、
該
当
部

(92) 
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分
を
ど
の
様
に
読
ん
で
い
る
の
か
判
断
で
き
な
い
。
以
下
は
同

様
の
例
で
あ
る
。

9
『
周
禰
』
秋
官
、
掌
財
（
三
八
、
二
六
、
表
、

[
注
]
「
為
之
〔
前
謳
〕
」

10
『
儀
禰
』
聘
禰
（
二
四
、
一
、
表
、
三
）

[
経
]
「
為
之
具
」

11
『
左
傭
』
昭
公
二
十
九
年
（
五
三
、
二
、
表
、

[
停
]
「
〔
公
〕
将
為
〔
之
積
〕
」

12
『
論
語
』
先
進
(
―
一
、
六
、
表
、
二
）

[
経
]
「
為
之
〔
衆
緻
〕
」

ま
た
、
「
為
」
字
の
直
後
に
あ
る
〈
「
名
詞
」
ま
た
は
「
動

詞
」
〉
に
関
係
す
る
場
合
も
あ
る
。
例
え
ば
次
の
例
で
あ
る
。

13
『
毛
詩
』
小
雅
節
南
山
(
―
二
之
一
、
八
、
表
、
三
右
）

駕
彼
四
牝
、
四
牝
項
領
。

[
偕
]
「
項
」
、
大
也
o

[

箋
]
「
四
牝
」
者
、
人
君
所
乗

0

0

 

駕
。
今
但
養
大
其
領
、
不
肯
為
用
。
喩
大
臣
自
恣
、
王
不

能
使
也
。

C
「
為
」
＋
「
名
詞
」
ま
た
は
「
動
詞
」

1
 

0
)
 

1
0
右）

[
疏
]
言
「
不
肯
為
用
」
者
、
以
馬
嘗
用
之
、
今
養
而
不

駕
、
是
為
自
恣
也
。

『
繹
文
』
「
為
用
」
子
個
反
。
又
如
字
。

「
不
肯
為
用
」
の
部
分
は
、
「
為
」
字
を
介
詞
賓
語
「
人
君
」

が
省
略
さ
れ
た
介
詞
と
解
釈
し
て
、
「
（
人
君
の
）
為
に
用
い

ら
る
る
を
肯
ぜ
ず
」
と
読
む
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
「
為
用
」

な

を
動
賓
旬
と
し
て
解
釈
し
、
「
用
を
為
す
を
肯
ぜ
ず
」
と
読
む

こ
と
も
で
き
る
。
次
も
同
様
の
例
で
あ
る
。

14
『
毛
詩
』
大
雅
大
明
(
-
六
之
二
、
八
、
裏
、
一
〇
左
）

殷
商
之
旅
、
其
會
如
林
。
矢
子
牧
野
、
維
予
侯
興
。

0

0

 

[
博
]
「
旅
」
、
衆
也
。
「
如
林
」
、
言
衆
而
不
為
用
也
。

[
疏
]
「
如
林
」
、
言
其
衆
多
、
而
不
為
紺
用
。

『
繹
文
』
「
不
為
」
子
個
反
。
亦
如
字
。

た
め

「
伝
」
の
「
不
為
用
」
は
、
「
（
紺
の
）
為
に
用
い
ら
れ
ず
」

な

と
も
読
む
こ
と
が
で
き
る
し
、
「
用
を
為
さ
ず
」
と
読
む
こ
と

も
で
き
る
。
こ
の
例
文
14
に
つ
い
て
は
、
「
疏
」
で
「
不
為
紺

用
」
と
敷
術
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
窺
え
る
よ
う
に
、
平
声
で

読
む
場
合
に
は
、
「
為
」
を
被
動
の
副
詞
と
し
て
解
釈
し
「
用

い
ら
れ
ず
」
と
読
む
の
が
妥
当
か
も
し
れ
な
い
。

15
『
左
偲
』
文
公
十
四
年
(
-
九
下
、
一
七
、
表
、
九
）

(93) 
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ま
た
、
「
為
」
字
の
直
後
に
名
詞
ま
た
は
名
詞
旬
だ
け
が
あ

る
場
合
も
あ
る
。

[
偲
]
「
〔
以
〕
為
請
」

16
『
左
偲
』
成
公
十
四
年
（
二
七
、

[
偲
]
「
又
以
為
〔
請
〕
」

17
『
左
偲
』
襄
公
二
十
六
年
（
三
七
、
七
、

[
博
]
「
以
為
請
」

18
『
左
偲
』
成
公
二
年
（
二
五
、
ニ
―
‘
表
、
四
）

[
偲
]
「
〔
其
〕
自
為
〔
謀
也
〕
」

19
『
祠
記
』
檀
弓
上
（
六
、
九
、
表
、
一
〇
左
）

[
注
]
「
亦
為
〔
隠
焉
〕
」

20
『
證
記
』
曲
證
上
（
二
、
二
六
、
表
、
二
右
）

[
注
]
「
不
為
〔
容
也
〕
」

な

こ
れ
ら
例
文
1
5
S
2
0
は
、
「
為
」
字
を
動
詞
と
し
て
「
S
を
為

す
」
と
読
む
か
、
介
詞
賓
語
が
省
略
さ
れ
た
形
の
介
詞
「
為
」

と
み
な
し
て
「

(
S
の
）
麟
に
S
す
」
と
読
む
か
、
両
者
の
可

能
性
が
あ
る
。

D

「
為
」
＋
「
名
詞
」

一八、

七）
-

）

 

21
『
穀
梁
偲
』
宣
公
四
年
偲
(
―
二
、
六
、
表
、
三
）

0

0

 

乗
義
而
為
利
也
。

『
繹
文
』
「
而
為
」
如
字
。
又
子
個
反
。

「
為
利
」
の
部
分
は
、
「
利
を
為
す
」
と
読
む
こ
と
も
で
き
る

た
め

し
、
「
利
の
為
に
す
」
と
読
む
こ
と
も
で
き
る
。
以
下
の
例
も

同
様
で
あ
る
。

22
『
左
偲
』
昭
公
士
二
年
（
四
六
、
一
三
、
表
、
八
）

[
偲
]
「
為
此
役
也
」

23
『
毛
詩
』
小
雅
南
山
有
豪

(
1
0
之
一
、
三
、

[
序
]
「
能
為
〔
邦
家
〕
」

E

「
為
」
＋
「
動
詞
」

さ
ら
に
、
「
為
」
字
の
直
後
に
動
詞
ま
た
は
動
詞
旬
だ
け
が

あ
る
場
合
も
あ
る
。

24
『
證
記
』
玉
藻
（
二
九
、
一
三
、
表
、
六
）

゜

登
席
、
不
由
前
。
為
躍
席
。

[
注
]
升
必
由
下
也
。

[
疏
]
庚
云
、
失
節
而
賤
、
為
躍
席
。
應
従
於
下
升
。
若 ―-

） 
(94) 
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（
二
）
語
彙
に
関
わ
る
場
合

由
前
升
、
是
躍
席
也
。

『
繹
文
』
「
為
」
子
個
反
。
又
如
字
。

例
文
24
の
「
為
躍
席
」
の
部
分
は
、
動
詞
旬
「
蹴
席
」
が
後
ろ

ふ

に
あ
り
、
「
為
」
を
去
声
と
し
て
解
釈
す
れ
ば
、
「
席
を
躍
む

が
廊
な
り
」
と
読
む
こ
と
も
で
き
る
。
ま
た
「
為
」
を
平
声
と

な

し
て
解
釈
し
、
「
席
を
蹴
む
こ
と
を
為
せ
ば
な
り
」
と
読
む
こ

と
も
で
き
る
。
い
ず
れ
で
読
ん
で
も
、
意
味
は
変
わ
ら
な
い
。

次
の
例
も
同
様
で
あ
る
。

25
『
穀
梁
偲
』
儘
公
二
十
五
年
偲
（
九
、
七
、
裏
、
七
右
）

其
不
稲
名
姓
、
以
其
在
祖
之
位
、
尊
之
。

[
注
]
『
春
秋
』
辟
同
事
異
者
、
甚
多
。
隠
去
「
即
位
」

以
見
譲
。
荘
去
「
即
位
」
為
纏
試
。

『
繹
文
』
「
為
織
」
子
個
反
。
又
如
字
。

例
文
25
注
の
「
為
織
〔
試
〕
」
は
、
直
前
の
「
以
見
譲
（
以
て

譲
を
犀
患
ば
な
り
）
」
の
部
分
と
連
文
で
あ
る
か
ら
、
「
就
を

た

め

な

‘

継
ぐ
が
為
な
り
」
と
も
読
め
る
し
、
「
試
を
継
ぐ
を
為
せ
ば
な

り
」
と
も
読
め
る
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
理
由
を
表
す
部
分
で
あ

る
か
ら
意
味
は
変
わ
ら
な
い
。

（
一
）
は
文
の
構
文
か
ら
考
え
た
分
類
で
あ
る
が
、
そ
の
他
に

語
彙
に
関
わ
る
場
合
と
し
て
分
類
す
べ
き
も
の
も
あ
る
。
例
え

ば
、
次
の
よ
う
な
例
で
あ
る
。

A

「
昴
為
」
の
場
合

三
左
）

26
『
證
記
』
中
庸
（
五
三
‘
―
二
、

仲
尼
祖
述
亮
舜
、
憲
章
文
武
。

0

0

 

[
注
]
『
春
秋
偲
』
日
、
君
子
昂
為
為
『
春
秋
』
、
撥
風
的

，
 

世

反

諸

正

、

莫

近

諸

『

春

秋

』

。

（

『
繹
文
』
「
昂
為
」
子
偽
反
。
又
如
字
。

27
『
公
羊
偲
』
隠
公
元
年
偲
（
一
‘
―
二
、
裏
、
二
）

0

0

 

蜀
為
或
言
會
、
或
言
及
、
或
言
醤
。

『
繹
文
』
「
昂
為
」
如
字
。
或
子
個
反
。
後
皆
同
此
。

例
文
26
は
、
構
文
と
し
て
は

(
-
)
E
「
為
」
＋
「
動
詞
」
の

構
文
で
あ
る
が
、
「
蜀
為
」
と
い
う
語
彙
に
関
係
が
あ
る
の
で
、

こ
こ
で
論
ず
る
こ
と
と
す
る
。
注
の
「
昂
為
〔
為
春
秋
〕
」
で
、

鄭
玄
が
引
用
し
て
い
る
『
春
秋
伝
』
と
は
、
『
公
羊
伝
』
哀
公

十
四
年
伝
で
あ
る
。
哀
公
十
四
年
の
こ
の
部
分
に
つ
い
て
『
釈



羽4

文
』
で
は
音
義
を
記
し
て
い
な
い
が
、
例
文
27
の
『
公
羊
伝
』

隠
公
元
年
『
釈
文
』
が
「
後
皆
此
に
同
じ
」
と
言
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
考
え
る
と
、
哀
公
十
四
年
の
「
局
為
」
も
「
如
字
。
或

子
偽
反
。
」
で
あ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
『
公

羊
伝
』
を
引
用
し
て
い
る
鄭
注
の
部
分
だ
け
「
子
個
反
」
が
首

音
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
む
し
ろ
例
外
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

な
ん
す

例
文
26
や
27
の
「
昂
為
」
は
、
疑
問
副
詞
「
掲
為
れ
ぞ
」
と
し

て
し
か
解
釈
で
き
な
い
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
問
題
は
「
昂
為
」

と
い
う
熟
語
の
場
合
に
「
為
」
字
を
ど
う
読
む
か
と
い
う
こ
と

に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

B

「
相
為
」
の
場
合

「
相
為
」
と
い
う
語
彙
に
つ
い
て
の
音
義
も
、
ひ
と
つ
の
語

彙
の
中
で
の
「
為
」
字
の
字
音
の
問
題
と
し
て
考
え
る
必
要
が

あ
る
。
例
え
ば
、
次
の
よ
う
な
例
で
あ
る
。

28
『
左
側
』
儘
公
十
九
年
偲
(
-
四
、
二
ニ
、
表
、
九
）

司
馬
子
魚
日
、
古
者
六
畜
、
不
相
為
用
。

0

0

 

[
注
]
六
畜
不
相
為
用
、
謂
若
祭
馬
先
、
不
用
馬
。

『
繹
文
』
「
為
用
」
子
個
反
。
下
「
為
人
」
同
（
注
14)
。

又
如
字
。
注
放
此
。

伝
の
「
不
相
為
用
」
の
部
分
は
、
「
為
」
字
を
去
声
と
し
て
、

「
用
を
相
い
廊
に
せ
ず
」
と
読
め
ば
、
「
互
い
に
代
わ
り
に
用

い
な
い
（
取
り
替
え
が
で
き
な
い
）
」
と
な
る
。
あ
る
い
は
、

な

「
為
」
字
を
平
声
と
し
て
、
「
用
を
相
い
為
さ
ず
」
と
解
釈
し

て
も
、
や
は
り
同
じ
意
味
に
な
る
。
以
下
の
例
も
同
様
で
あ
る
。

29
『
左
博
』
昭
公
十
一
年
（
四
五
、
ニ
―
‘
裏
、
七
）

[
得
]
「
〔
五
牲
不
〕
相
為
〔
用
〕
」

30
『
穀
梁
偲
』
儘
公
五
年
（
七
、
一
五
、
表
、
四
）

[
博
]
「
〔
非
〕
相
為
〔
賜
也
〕
」

31
『
荘
子
』
大
宗
師
（
一
―
九
）

[
本
文
]
「
相
為
〔
於
元
〕
相
為
」

（三）

「
為
」
が
「
偽
」
の
仮
借
の
場
合

「
為
」
が
「
個
」
の
仮
借
字
と
考
え
る
べ
き
例
も
あ
る
。
例

え
ば
次
の
例
で
あ
る
。

32
『
毛
詩
』
唐
風
采
苓
（
六
之
二
、
一
三
、
裏
、
五
）

人
之
為
言
‘
荀
亦
無
信
。
舎
栴
舎
栴
、
荀
亦
無
然
。

[
偲
]
「
荀
」
、
誠
也
o

[

箋
]
「
荀
」
、
且
也
。
為
言
、
謂

（注
15)

(96) 
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為
人
為
善
言
、
以
稲
薦
之
、
欲
使
見
進
用
也
。

[
疏
]
人
之
詐
偽
之
言
、
有
妄
相
稲
薦
欲
令
君
進
用
之
者
。

君
誠
亦
勿
得
信
之
。
若
有
百
人
罪
過
、
令
君
舎
之
、
舎
之

者
誠
亦
無
得
答
然
。
君
但
能
如
此
、
不
受
偽
言
、
則
人
之

偽
言
者
、
復
何
所
得
焉
。
既
無
所
得
、
自
然
誤
止
也
。
…

…
王
粛
諸
本
、
皆
作
「
為
言
」
。
定
本
作
「
個
言
」
。

『
繹
文
』
「
為
言
」
子
個
反
。
或
如
字
。
下
文
皆
同
。
本

或
作
「
偽
」
字
非
。

例
文
32
の
「
人
之
為
言
」
は
、
「
為
」
を
去
声
に
読
ん
で
、
「
人
の

J

言
う
は
」
と
読
む
こ
と
が
で
き
る
。
実
際
、
箋
で
は
「
人

た
め為

F
た
め

の
為
に
普
言
を
為
し
」
と
読
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
疏
で
は
同

じ
く
去
声
に
読
む
が
、
「
人
の
詐
個
の
言
」
と
解
釈
し
て
い
る
。

な

も
し
、
平
声
で
読
ん
だ
と
し
た
ら
、
「
人
の
言
を
為
す
や
」
と

読
め
る
で
あ
ろ
う
。
次
の
例
も
同
様
で
あ
る
。

33
『
左
停
』
成
公
九
年
偲
（
二
六
、
二
七
、
裏
、
三
）

為
膝
改
立
君
者
、
而
舒
晉
使
。

[
注
]
「
舒
」
、
緩
也
。
勿
函
遣
使
請
晉
、
示
欲
更
立
君
。

『
繹
文
』
「
為
将
」
並
如
字
。
或
子
個
反
、
非
也
。
本
或

作
「
偽
将
也
」
。

（
四
）
そ
の
他

（
一
）
か
ら
（
三
）
ま
で
は
、
構
文
上
・
語
彙
上
の
問
題
で

あ
っ
た
が
、
そ
の
他
に
個
々
の
問
題
を
持
っ
た
例
文
も
存
在
す

る。34
『
左
偲
』
昭
公
四
年
偲
（
四
二
、
三
二
、
裏
、
八
）

叔
孫
廊
孟
霞
日
、
爾
未
際
（
注
16)
。

[
注
]
「
際
」
、
接
也
。
孟
未
典
諸
大
夫
相
接
見
。

[
疏
]
孟
丙
未
奥
大
夫
交
接
、
故
為
之
作
鍾
。

『
繹
文
』
「
為
孟
鍾
」
子
個
反
。
又
如
字
。

経
文
の
「
為
孟
鍾
」
は
孟
丙
の
鍾
を
造
っ
た
と
解
釈
す
れ
ば
、

「
孟
の
鍾
を
為
る
」
と
読
む
こ
と
が
で
き
る
。
あ
る
い
は
、
孟

丙
の
た
め
に
鍾
を
造
っ
た
と
解
釈
す
れ
ば
、
「
孟
の
為
に
鍾
つ

く
る
」
と
読
む
こ
と
も
で
き
る
。
「
疏
」
で
は
、
「
之
（
孟
丙
）

の
為
に
鍾
を
作
る
」
と
言
い
、
「
為
」
字
を
去
声
で
解
釈
し
て

い
る
。
こ
の
様
な
個
々
の
問
題
を
持
っ
た
例
文
も
あ
る
。

以
上
の
分
析
か
ら
、

お
わ
り
に

『
経
典
釈
文
』
に
見
え
る
「
為
」
字
音

(97) 
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義
の
平
声
・
去
声
の
両
音
併
記
は
、
以
下
の
三
つ
の
理
由
か
ら

で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

（
一
）
解
釈
の
決
定
が
一
義
的
に
は
困
難
で
あ
り
、
去
声
•
平
声

の
い
ず
れ
に
も
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
。

（
二
）
熟
語
の
発
音
に
関
係
し
、
そ
の
熟
語
を
い
ず
れ
の
発
音
で

読
む
か
と
い
う
問
題
を
有
す
る
場
合
。

（
三
）
「
為
」
字
を
、
そ
の
ま
ま
の
形
で
解
釈
す
る
か
、
「
偽
」

字
の
仮
借
と
し
て
解
釈
す
る
か
と
い
う
問
題
を
有
す
る
場

合。

〔
抱
経
堂
叢
書
本
〕

（注
1
)
「
経
典
釈
文
の
綜
合
研
究
報
告
」
（
『
日
本
大
学
人
文

科
学
研
究
所
研
究
紀
要
』
第
十
五
号
・
一
九
七
三
年
）

所
収
・
坂
井
健
一
序
文
に
よ
れ
ば
、
陸
徳
明
は
五
四
九

年
か
ら
五
六
二
年
の
間
に
出
生
し
、
六
三

0
年
前
後
に

卒
し
た
。

（注
2
)
本
稿
で
は
主
と
し
て
通
志
堂
経
解
本
を
用
い
、
以
下
の

諸
書
を
参
照
し
た
。

陸
徳
明
『
経
典
釈
文
』

局
・
一
九
八
三
年
）

陸
徳
明
『
経
典
釈
文
』

〔
通
志
堂
経
解
本
〕

（
中
華
書

集
成
新
編
』
・
新
文
豊
出
版
・
一
九
八
四
年
序
）

陸
徳
明
『
経
典
釈
文
』
〔
北
京
図
書
館
所
蔵
宋
刻
宋

元
遁
修
本
〕
（
上
海
古
籍
出
版
社
・
一
九
八
五
年
）

鷹
文
招
『
経
典
釈
文
考
証
』
〔
抱
経
堂
叢
書
本
〕
（
『
叢

書
集
成
新
編
』
・
新
文
豊
出
版
・
一
九
八
四
年
序
）

黄
婢
『
経
典
釈
文
彙
校
』
（
中
華
書
局
・
一
九
八
0
年）

（注
3
)
呉
承
仕
『
経
典
釈
文
序
録
疏
証
』
（
中
華
書
局
・
呉
検

斎
遺
書
・
一
九
八
四
年
）
。

（注
4
)
黄
坤
亮
『
経
典
釈
文
動
詞
異
読
新
探
』
（
台
湾
学
生
書

局
・
中
国
語
文
叢
刊
•
一
九
九
二
年
）

（
注5
)陳
影
年
『
広
韻
』
〔
澤
存
堂
本
〕
（
藝
文
印
書
舘
•
一

九
九
一
年
七
版
）

（注
6
)
買
昌
朝
『
露
経
音
辮
』
巻
六
「
辮
字
音
清
濁
」
（
『
四

部
叢
刊
続
編
』
所
収
）

（
注7
)周
祖
誤
「
四
声
別
義
釈
例
」
（
『
問
学
集
』
上
冊
•
中

華
書
局
・
一
九
六
六
年
・
八
十
四
頁
）
。

（注
8
)
『
経
典
釈
文
』
に
は
、
多
く
の
音
韻
学
的
研
究
が
あ
る
。

本
稿
で
は
音
韻
の
問
題
に
つ
い
て
は
暫
く
論
じ
な
い
。

（
注9
)深
津
胤
房
『
挙
字
通
編
経
典
釈
文
』
（
油
印
•
一
九
七

八
年
）
及
び
播
重
規
『
経
典
釈
文
韻
編
索
引
』
（
国
字
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整
理
小
組
・
一
九
八
三
年
序
）
を
活
用
し
た
。
た
だ
し
、

―
つ
の
見
出
し
の
中
に
「
下
同
。
」
や
「
注
同
。
」
の

よ
う
に
、
複
数
の
音
義
を
記
し
て
い
る
場
合
は
、
そ
れ

ら
を
計
算
に
入
れ
て
い
な
い
。

（注
10)
『
十
三
経
注
疏
』
は
嘉
慶
二
十
年
南
昌
府
学
刊
玩
元
本

（
中
文
出
版
社
影
印
）
を
用
い
た
。
括
弧
内
は
、
玩
元

本
の
巻
数
、
葉
数
、
表
／
裏
、
行
数
（
割
注
細
字
の
右

／
左
）
で
あ
る
。
以
下
同
じ
。

（注
11)
〔
〕
内
は
『
経
典
釈
文
』
の
見
出
し
に
は
無
い
が
、

例
文
を
理
解
す
る
た
め
に
原
文
か
ら
補
っ
た
文
字
で
あ

る
。
以
下
同
じ
。

（注
12)
「
校
勘
記
」
に
「
石
経
岳
本
闘
監
毛
本
同
。
『
繹
文
』

「
撃
」
馬
鄭
作
「
繋
」
。
古
本
「
禦
」
上
有
「
用
」
字
。

注
同
。
」
と
言
う
。

（注
13)
「
校
勘
記
」
に
「
岳
本
闘
監
毛
本
同
。

本
又
作
「
術
」
」
と
言
う
。

（注
14)
北
京
図
書
館
本
は
、
「
同
」
字
を
「
目
」
字
に
作
っ
て

い
る
。

（注
15)
『
荘
子
』
は
『
諸
子
集
成
』
（
上
海
書
店
・
一
九
八
六

年
影
印
世
界
書
局
本
）
所
収
の
郭
慶
藩
『
荘
子
集
繹
』

を
用
い
た
。
括
弧
内
の
数
字
は
そ
の
頁
数
で
あ
る
。

（注
16)
「
校
勘
記
」
に
「
宋
本
岳
本
「
鍾
」
作
「
鐘
」
、
典
石

経
合
。
正
義
及
下
注
同
。
」
と
言
う
。

[
付
記
]
本
稿
は
、
市
川
国
際
奨
学
財
団
の
研
究
助
成
金
に
よ

る
「
中
国
に
お
け
る
「
百
科
全
書
」
の
総
合
的
研
究
」
の
研
究

成
果
の
一
部
で
あ
る
。

『
繹
文
』
「
禦
」
、
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